
改善箇所説明図

改善前形状 改善後形状

識別：改善実施車には、車両の運転席側ドアーストライカ部に
　　　　識別シールを貼る。

改善内容：　当該車両のクロスメンバを対策品に交換する。

不具合発生箇所

クロスメンバ

スペアタイヤ

スペーサシャシフレーム

アーム式のテールゲートリフタ装着車両において、スペアタイヤ取り付け高さを下げる
ために取り付けたスペーサの取り付け方法が不適切なため、走行振動の繰り返しに
よりクロスメンバに亀裂が入り、最悪の場合、破断して脱落するおそれがある。


